













Der Deutschunterricht in der Kumamoto-Kadettenschule





したいと思うようになった。さて、熊本陸軍幼年学校は創立された明治 30 年から昭和 2 年に


















































































明治 29 年 5 月 国軍に堅実な将校を養成する必要上、明治天皇の聖旨により特
に幼年時代から特別教育を行うため陸軍地方幼年学校令が発布
された。
明治 30 年 5 月 東京、仙台、名古屋、大阪、広島、熊本の六箇所に陸軍地方幼
年学校が設立された。熊本では熊本城二の丸（現在の監物台植
物園）に置かれた。
明治 30 年 9 月 第一期生として初めて各学校に 50 名宛の生徒が入学。
明治 34 年 2 月 教育勅語を下賜。
明治 35 年 2 月 軍人勅諭を下賜。
明治 36 年 7 月 卒業優等生に皇太子殿下より賞品を下賜。
大正　9 年 8 月 幼年学校条例が改正され、陸軍地方幼年学校を陸軍幼年学校と
改称。
昭和　2 年 軍縮により熊本陸軍幼年学校が廃止される。
昭和 14 年 4 月 熊本陸軍幼年学校の新校舎が熊本市清水台に復校する。
昭和 20 年 8 月 31 日 昭和 20 年 8 月 15 日大東亜戦争終戦と共に最終期の第 49 期生を
以て伝統ある本校は解散した。
  
つまり熊幼が熊本城内に開校され第 1 期に入校したのが明治 30 年（1897）9 月、そして昭和
2 年（1927）3 月廃校までに 1 期～ 29 期を送り出し、次いで 12 年間の空白期間をおいて、昭
和 14 年（1939）4 月清水台に復校し、以来終戦までの 6 年間に 43 期～ 49 期の生徒が修学し、












である。入学定員 50 名。修業期間は 3 年、9 月開始の前期・後期から成っていた。入学時の

















































































ドイツ語の授業は（フランス語も同様だが）2 年次の前期までは毎週 6 時間、2 年次後期か
ら 3 年次後期まで 7 時間実施された。3 年間で実に合計 744 時間に達した。これは総ての科目
中で最も多かった。幼年学校では語学がいかに重視されたかが分かる。
さて、 筆者の手元には『熊本陸軍地方幼年学校一覧』（明治 35 年、大正 2 年及び同 5 年刊）
の 3 冊がある。主としてこれらに資料によって課程と教科書を見てみよう。
最初の頃は簡単に次のように定められていた。　




字を教え、その後ウォーマン（James H.Worman）5）の First German Book を用いて読方、訳解、
文法、会話、書取等を授け、更にドイツ文字とラテン文字の習字を課した。後期には First 
German Book を引き続き用い、それが終わると同じくウォーマンの Second German Book を使用
した。
ウォーマンの First German Book は米国??陸軍
幼年学校の独語教科書として広く使われていた。
この書は副題に「自然的またはペスタロッチ
的方法による」（After the Natural or Pestalozzian 
Method） と あ る よ う に、 自 然 や 動 植 物 の 絵
入りの読章が収められいて、絵又は実物（写
真） に よ っ て 直 接 に 外 国 語 を 教 え る よ う に
なっていた。幼年学校生が学ぶに相応しい健
全な教科書といってよい。Introduction の冒頭
にいう。                              
　This First German Book  is intended for beginners wishing to learn the spoken 
language of  Germany. The special aim is to supply  all that must be taught the pupil 
in order to enable him to understand and use the German. It is not a treatise on the 
language.There is just enough of grammar to suffi  ce the need of the pupil. 
陸幼の独語教科書
ウォーマンの First German Book
（48） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 21 巻　第 1 号　（通巻 41 号）― 48 ―
（6）
なお、この本は Introduction だけが英文になっていて、本文はすべてドイツ文になっている。





読本も編み、独文読本はその一つ。ウォーマンの Second German Book より少し高度である。
道徳的価値を有する事績をを扱った詩文を収めている。熊幼生はこれによってドイツ語を学
ぶと同時に徳性を涵養することができた。シェーフェル文典は、原タイトルを Leitfaden beim 
Unterrichte in der deutschen Sprache für die unteren Klassen höherer Lehranstalten［高等学校下級クラス
用のドイツ語授業便覧］といい、明治 10 年代 20 年代にかけて高等学校や私塾などで広く用い
られたが、その後 30 年頃にはコンフォートの German Course を代表とする英文の文法教科書が
高等学校などでお広く用いらていた。だが陸幼生は英語は未習だったので、なおもシェーフェ
ル文典を用いたのであろう。
以上から熊幼では（他の陸幼でも同様だが）独語教科書は、ウォーマンの First German Book, 
Second German Book 以外は高等学校などで広く普及していたものを使用していたことが分かる。




















明治 32 年 4 月 25 日発行『独逸語学雑誌』（Zeitschrift für Deutsche Sprache）［精華書院］第








 Es kommt jetzt der Winter, und es weht sehr kalt über das Schloß Kumamoto. Alle 
Bäume stehen ohne Laub und alle Berge sind mit weißen Schnee bedeckt. Es ist ja 
einsame Winterlandschaft. Am 21. Dezember haben wir schon unser Examen des ersten 
Semesters der zweiten Klasse vollendet. Nun dürfen wir Kadetten von dem nächsten 
Tage bis zum dritten Januar des folgenden Jahres fast freiwillig spielen, aber wir 
müssen sieben Tage lang von 28. nach dem Berg Aso marschieren, welcher berühmter 
Vulkan ist, während alle andere Schüler ganzea Neujahr mit allen Lüsten spielen.. 
Bei diesmaligem Marsch wurde ich vom Herrn Lehrer Kawamura befohlen, Journal 
zu schreiben. Darum habe ich es für die größte Ehre und werde mit dem größten 
Vergnügen nach der Feder greifen, obgleich ich in der deutschen Sprache noch ganz 
schwach bin.                                                                                      Y. Yonemura. 
 Am dritten Januar. Das Wetter heute klar.  Um halb acht Uhr machten wir auf Bein 
von hier, kamen nach Kumamoto zurück. Wie freuten wir uns darüber, als  wir erst jetzt 
die  Berge Tatsuda und Kinpo sahen,  daß wir zu unserer Schule bald zurückkehren 
werden.! Nach acht Tagen traten wir nun ins Thor der Schule voll Freude ein und jetzt 
im Vorhofe der Schule wurde unser Marschkorps aufgelöst.
 Ich erinnere mich nun über diesmaligen Marsch: Die 100 Jünglinge, die mit 
einander in das Feld und und den Berg von Aso durchgewandert waren, sahen 
den bekannten Vulkan, große Wasserfälle und Flüße, und besuchten sie manche 
Ruine, den heiligen Tempel. Wie groß wäre es, daß wir durch diesmaligen Marsch 
unsere Kenntniß vermehrten und unsere Gesundheit pflegten! Als wir zurückkamen 
und unsere Kleidungen der Reise auskleideten, blieben die Spur des Schweißes 
und Schlammpunkte. Das werden wir als Erinnerungszeichen der langen Reise 
aufbewahren. Grüner Berg blieb noch in unserem Herzen, klares Wasser lief in die 
Brust über ; freies Gemüth und munteres Herz füllten in der Brust. Wir werden 
mit dem Herzen, das wir jetzt fallen ließen, wieder den Wissenschaften sich widm
en.                                                          　　　　　　　　　　　       Y. Korenaga.







（50） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 21 巻　第 1 号　（通巻 41 号）― 50 ―
（8）
ドイツ語担当教員のプロフィール





職  名 　  氏　名 赴任年月
助  教 松 島 誠 明 明 31.  6
教  授 川 室 圭 吾 〃 31.  8
  〃　 9） 桑 野 礼 治 〃 32.  8
嘱  託 二 宮 哲 三 〃 34.  2
教  授 中 台 重 躬 〃 37.   5
  〃 斉 藤 　 基 大　3.  10 
嘱  託 西 沢 富 則 〃　4. 10
  〃 松 岡 　 明 〃　4. 10
助  教 今 野 秀 輔 〃　7.  3
嘱  託 ヒューボッター 〃 11. 10
  〃 ゲオルクＨ・ドル 〃 11. 1010）
  〃 秋 田 　 実 〃 12.  4
教  授 磯 山 　 健 〃 13.  3









（明治 37 年）や読本 Freund in Sommerferien（同 42 年）。初期の陸軍幼年学校のドイツ



































校中退。著作に『袖珍独和医薬会話』（明 31）、『独逸語必携』第 1 輯、安田登共著
（同 38）、『薬物主治用量』（大 11）などがある。
・ 西沢富則（1885 ～？）明治 18 年 12 月 14 日長野県生まれ。第一高等学校を経て、






























































































（54） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 21 巻　第 1 号　（通巻 41 号）― 54 ―
（12）
註
1）拙稿「熊幼のドイツ語教育」は平成 10 年 4 月から 16 年 3 月まで『熊本大学学報』に「九州
の日独文化誌」と題して 72 回にわたり連載した小考の一編であり、のち拙著『九州の日独
文化交流人物誌』（熊本大学文学部地域科学科、平成 16 年 3 月、訂正第 2 版同 17 年 2 月）に
収録された。
2）『陸軍教育史 明治別記第十一巻　陸軍中央・地方幼年学校』（防衛研究所図書室蔵）。
3）『熊本陸軍幼年学校』（平成 10 年）にも同様な説を紹介している。108 及び 132 頁。
4）大杉栄『自叙伝』復刻版（長崎出版、1979）104 ～ 106 頁。
5）Worman,James Henry（1835-1930）アメリカの言語学者。ドイツ語、フランス語、スペイン語
などの各種の文法書や読本を編纂し世に送ったことで知られる。 
6）『国士』第 53 号（明治 36 年 2 月）。
7）『熊本陸軍地方幼年学校一覧』（大正 2 年）の「卒業生徒人名」による。
8）『熊幼会々員名簿』は筆者が参照した昭和 40 年版のほかにその後 2 冊発行されており、いず
れも熊本県立図書館に所蔵されている。それにより訂正されているかどうかを確認しようと
したが、個人情報保護法のために閲覧できなかったのは遺憾である。
9）『熊幼会々員名簿』（昭和 40 年 8 月調製）や『熊本陸軍幼年学校』（平成 10 年）においては
桑野の肩書きを「教授」としているがこれは厳密には「嘱託教授」とすべきであろう。桑野
は履歴書（五高記念館蔵）によると、明治 32 年 8 月 19 日付で「熊本陸軍地方幼年学校独逸
語学嘱託教授」に任ぜられ、月給 30 円を支給された。当時熊幼のドイツ語教授のポストは 1
名であり、それは川室圭吾が占めていたので、学校当局としては桑野を「嘱託教授」にして
教授の仕事させていたと思われる。
10）ドルが五高の傭外国人教師となったのは大正 14 年（1925）五月であるから、大正 11 年 10 月
の時点ではまだ来日しておらず、明らかに誤記である。
11）明治 10 年刊『東京大学医学部一覧』に「医学予備第二級生」として松島の名がある。100 頁。
12）『東京外国語学校一覧』（明治 13･14 年）198 頁。








第 695 号、昭和 62 年 8 月）を参照されたい。
18）Ｇ・Ｈ・ドル について詳しくは、拙稿「第五高等学校外国人教師履歴」（『九州の日独文化










21）長友次男（1893 ～ 1986）宮崎県生まれ。熊幼を経て、1914 年陸軍士官学校を卒業（26 期）。
陸軍少尉、憲兵一筋。陸軍少将。戦後、A 級戦犯として逮捕された。
22）例えば林三郎は「太平洋戦争陸戦概史」においてこう述べている。
「幼年学校の教育については、外国語に問題があった。その昔、幼年学校で教育した外国語
は、独、仏、露の三か国語で、英語および華語は中学校から士官学校に入った者が専ら修得
した。一方、軍事研究のために外国に派遣された将校の中には、陸軍大学校卒業時の成績序
列の関係から、幼年校出身者がはるかに多かった。そのような経緯から、独仏ソ留学将校は
帰国後多く重要な地位に就いたが、米英留学将校にはそれが少なかった。そしてこのことが
結局、陸軍中枢部の対米英認識を貧弱にした有力な原因となったのである。」（『大坂陸軍幼
年学校史』89 頁）。
松下芳男も『山紫に水清き　仙台陸軍幼年学校史』（昭和 48 年）において同様な意見を述べ
ている。同書 38 頁。
［附記］
　熊幼（城内）の独語教育に貢献することの最も多かった川室圭吾と松島誠明の肖像写真を
お持ちの方は、ぜひ御一報下さるようにお願いする。
